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1-8. 中東部景観区域

区域の概要

景観形成イメージ

■中東部区域は河川沿いに山田池公園や王仁公園などのレクリエーション空間、また、上

流部にまとまりのある農地や大規模な雑木林などの豊かな緑地空間を有する地域です。

一方、丘陵地では大規模な住宅や工業団地などが点在しています。

■今後は土地利用の特徴と自然環境の特性を活かしながら、多様でゆとりのある景観を形

成していくことが求められます。

■王仁公園

地域住民の憩い

の場となる緑の

レクリエーショ

ン拠点

■区域の景観資源

山田池の月 ( 枚方八景 )、船橋川 ( 八田川 )、穂谷川、伝王仁墓、旧田中家鋳物民俗資料館、菅原神社、正俊寺、

長尾集落、藤阪集落、山田池公園、王仁公園、松美ヶ丘桜通り、摂南大学、大阪工業大学、大阪国際大学

など

■大阪紳士服団地

緑化が進んだ大

規模な工業団地
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地域特性を活かすために

個性を活かしたまちなみをつくる個性を活かしたまちなみをつくる

■枚方家具団地

家具やインテリアを中心と

した商業サービス機能が集

積している。

■「家具のまち」イメージづ

くり

建築物や広告物の色彩や

スケール等周辺に調和さ

せる。

■うるおいのある駅前空間

建築物の色あいやボリュ

ーム、植栽などは駅舎や

駅前からの視線を意識し、

豊かな自然に配慮したも

のとする。

■長尾駅・藤阪駅　　

東部地域の拠点の一端を担

う長尾駅や藤阪駅がある。

■集落と調和させる

集落と調和するよう、色

あい、屋根の形、緑の育

成に配慮する。

■集落と河川沿いの風景

藤阪・長尾などの集落、た

め池、船橋川、穂谷川。

地域の風景に調和したまちなみをつくる地域の風景に調和したまちなみをつくる

■住宅の立地

中小規模の住宅群がある。

■まちなみづくりを工夫する

宅地開発においては、小

さな緑やオープンスペー

スを連続させるよう配慮

する。

■幹線道路の沿道景観を整

える

幹線道路の沿道や工業団

地では、広告物を整え、

積極的に緑化する。

■幹線道路と工業団地

国道１号の沿道には大規模

な工業団地があり、塀や外

壁は多くの人の目にふれて

いる。


